
平成29年度予算案のポイント 

『みたけ創生の実現と誰もが輝く、そして安全・安心なまちづくりを推し進めるための予算』 

平成２９年度予算のテーマ 

安心 賑わい 躍動 
『住民が安心して 
   暮らせるまち』の実現 

『誰もがいきいきと 
   輝くまち』の実現 

『人・地域・文化の交流と 
   魅力の発信』の推進 

 亜炭鉱跡防災対策事業 3億2,364万円 

 新庁舎整備事業 1,120万円 

事業総額75億円となる平成32年度までの継続事業  
地盤ぜい弱性調査や防災対策工事を実施 

新庁舎建設に向けた基本構想・基本計画の策定 

 高校生等防災リーダー養成事業 

地域防災力向上のため、新たに高校生を対象とし
た防災アカデミーを高校、地域と連携し開催 

237万円 

 庁舎非常用発電機設置事業 

役場庁舎における災害対策本部機能の保持と行政
機能の維持のための非常用発電設備導入 

1,814万円 

 住宅等耐震化促進事業 

地震被害の軽減を図るため、昭和56年以前の 
建築物等の耐震化に対して助成する 

1,173万円 

 町道・橋梁維持補修関連事業 

町道や橋りょうの維持補修により地域の安全と長
寿命化を図る 

1億3,664万円 

など 

 小学校PC教室タブレット化 2,567万円 

 IT人材育成事業 810万円 

小学校パソコン教室のパソコンをタブレット型に
更新し、未来の人材育成を推進 

高校生を対象としたプログラミング講座のほか、
起業家育成や地元就業に向けた取り組みを推進 

 環境都市交流体験・里山活性化事業 

中学生を対象に環境教育の一環として北海道下川
町へ派遣する事業 
里山の新たな活性化策を検討するワーキングチー
ムを結成 

182万円 

 外国語指導助手（ALT）派遣 

各小中学校や社会教育活動にALTを派遣し、英語
教育の充実を図る 

1,116万円 

 活力ある学校教育推進事業 75万円 

 滞在型農業体験施設整備事業 1,395万円 

 御嶽宿古民家取得・活用事業 431万円 

古民家を活用して就農体験や宿泊ができる施設を
整備し、農業振興と移住定住を図る 

歴史的建築物である「柏屋」を観光拠点として活
用するための費用のほか、人材育成に取り組む 

 国指定重要文化財願興寺十二神将展 

文化財の保護と継承、地域資源の魅力発信のため、
12躰を一堂に公開する企画展を約50日開催 

248万円 

 交通ネットワークの形成・充実 

名鉄広見線の運行に対する補助やふれあいバス・
ふれあい予約バスの運行 

9,677万円 

 社会体育事業の振興 

ドイツのスポーツ少年団との交流事業や町民の体
育活動に対する助成 

436万円 

 願興寺本堂修理事業 

国指定重要文化財である願興寺本堂の修理に対す
る補助金 

102万円 

など 

上之郷小での少子化に対応した教育の取り組み 

など 

基金残高の確保 

 庁舎整備基金… +4,000万円 
 ふるさとみたけ応援基金… +3,500万円 

庁舎の整備やふるさと納税の寄附による積立金など
基金の適正な管理・運営に努め、後年度に備える 

平成29年度末 基金残高見込：35億900万円 

会計名 H29年度 H28年度 増減 増減率 

一般会計 
67億 

2,000万円 
85億  

900万円 
▲ 17億

8,900万円 
▲21.0％ 

特別会計 
52億 

2,820万円 
51億 

1,460万円 
+1億

1,360万円 
+ 2.2％ 

水道事業 
7億 

2,900万円 
9億 

1,000万円 
▲   1億

8,100万円 
▲19.9％ 

総 計 
126億

7,720万円 
145億

3,360万円 
▲ 18億

5,640万円 
▲12.8％ 

モデル事業から本格的な対策事業へ！ 未来を担う子どもの可能性を伸ばす！ 御嵩の自然の中で、新たな交流を 

平成29年度 
町債発行額 

今後の庁舎整備事業などを見据え、町債の発行額を抑
制し将来の財政負担の軽減を図る 

平成29年度末 町債残高見込：53億500万円 

町債の発行状況 

４億4,160万円 
（前年度比▲3億8,110万円） 

 高齢者ボランティアポイント事業 314万円 

高齢者を対象にボランティア活動にポイントを付
与する取り組みを推進 


